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　いちばん下したの勇いさむちゃんには、よくおなかをいためるので、なるべく果物くだものはたべさせないようにしてありましたから、ほかの兄にいさんや、姉ねえさんたちが、果物くだものをたべるときには、勇いさむちゃんの遊あそびに出でて、いないときとか、また夜よるになって、勇いさむちゃんが寝ねてしまってから、こっそりとたべることにしていました。

「僕ぼく、びわがたべたいのだけど。」

「私わたしは、水蜜すいみつがたべたいわ。」

　兄にいさんや、姉ねえさんたちは、果物くだものの季節きせつになると、いろいろおいしそうな、果物くだものが、店頭てんとうに並ならぶのを見みてきて話はなしをしました。

「晩ばんに、勇いさむちゃんが休やすんでから、買かってきておたべなさい。」と、お母かあさんは、おっしゃったのであります。

　ところが、ある日ひのこと、お土産みやげに、みごとなパイをもらったのでした。

「まあ、おいしそうね。」と、お姉ねえさんが、いいました。

「お母かあさん、すぐに、切きっておくれよ。」と、太郎たろうさんが、いいました。

「果物くだものがはいっているから、勇いさむちゃんは、たべていけないのですね。」と、二郎じろうさんが、パイをながめながらいいました。

　さっきから、やはりだまって、おいしそうな大おおきなパイをながめていた、勇いさむちゃんは、これをきくと真まっ赤かな顔かおをして、二郎じろうさんにとびつきました。

「そんなこと、あるもんか、僕ぼく、みんなたべるんだい。」と、けんかがはじまったのでした。

「ああ、これは、勇いさむちゃんもたべていいんですよ。」と、お母かあさんが、おっしゃったので、やっと勇いさむちゃんの怒いかりは解とけましたが、

「僕ぼく、たくさんもらうんだ。」と、勇いさむちゃんが、がんばると、

「ずるいや、お母かあさん、公平こうへいに分配ぶんぱいしてくださいね。」と、二郎じろうさんが、叫さけびました。

「お母かあさんは、いつも、公平こうへいに分配ぶんぱいするじゃありませんか。」

　このとき、二郎じろうさんが、メートル尺じゃくを持もってきたので、みんなは、笑わらい出だしました。

　パイをたべた後あとで、お母かあさんは、たなからゼリビンズのはいった袋ふくろをおろして、四人にんの子供こどもたちに、分わけてくださいました。色いろとりどりな曲玉形まがたまがたのお菓子かしは、めいめいの前まえにあったさらの中なかでかがやいて見みえました。

「僕ぼくのは、これんばかし。」と、太郎たろうさんがいいました。

「姉ねえちゃんが、いちばんたくさんだ。」と、二郎じろうさんがいいました。

「いいえ、みんなおんなじですよ。かんじょうをしてごらんなさい。」と、お母かあさんがいわれました。四人にんはかんじょうすると、いちばん小ちいさい勇いさむちゃんのが、一つ多おおかっただけで、三人にんのゼリビンズの数かずはまったくおんなじだったのです。

「それごらんなさい。お母かあさんは、かんじょうしなくても公平こうへいでしょう。」

「お母かあさんは、えらいな。」と、子供こどもたちは感心かんしんして目めをみはりました。
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